
１ 改訂理由

肥前町福祉センターについて、２度の公募を経ても民営化は実現できなかったが、引

き続き、地域資源である温泉を活かした公共福祉サービスの提供の場として維持してい

くため、公共建築物の保有量最適化を図りながら、肥前町福祉センターを民営化から建

替えの方針へ変更するもの。また、機構改革等による時点修正を行うもの。

２ 改訂内容

(1) 肥前町福祉センター等の方針変更に係るもの（個別の施設の方針改訂）

(2) 機構改革等に係るもの

機構改革等により、「推進体制」「過去に行った対策の実績」「公共建築物の削減

状況」等を時点修正

※唐津市公共施設等総合管理計画も同様の時点修正を行う。

３ 第４回唐津市公共施設再編審議会での主な意見

①肥前町福祉センターは建替えるが、併せて床面積の総量削減も図るという問題解決方

法は妥当である。

②入浴施設以外の多機能な部分（多目的スペース）を魅力的なものにしていく方策と温

泉の知名度を上げていく方策が必要である。

③付帯意見として、建替え施設は市民や地域の参画により構想し、長く使われ、地元の

人に愛されるような、魅力を高めた施設として整備すること。

※各施設の公共施設保有量について
現肥前町福祉センター △982㎡（解体）
肥前町保健センター △564㎡（機能集約）
新肥前町福祉センター（仮） 560㎡（建替え）想定


